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1.緒言
バスケットボール競技において、相手チームに
比して、如何に数多く、如何に良い状態でショッ
トを試みるかということは攻撃における戦術行動
の重要な目標であるo 戦術行動の構成は、①相手
方との対時を打破し、相手方を弱点のある状態に
する②その状態をゴール近くの空間まで進める③
得点を試みる、という3つの攻撃行動により成り
立っているの。つまり、一般的にショットを試行
するための「良い状態」とは、攻瞳側がゴール近
くでショットを試行するに十分な空間を占めてお
りヘしかも防御側の圧力がかからない状態的であ
ると換言できるo このような状態を集団での戦術
行動により作り出すことはバスケットポール競技
の勝敗を決定づけるうえで不可欠な要素であると
いえよう九
一般的にパスケットポールの攻撃法は、アライ
スポーツ実践科学13，健康運動科学Z)
ンメントやフォーメーション(コート上における
プレイヤーの配置〉と、スコアリングプレー(そ
の配置から得点をあげるためのプレーヤーの動き)
により成り立つ集団による協力攻撃法である。こ
れは、ショットを試行する際の「良い状態」を作
り出すために、全てのチームにおいて計画する必
要があるo また、協力攻撃法の中で行われるプレー
ヤーの動きには、「カットJrドライブ'Jrスクリー
ン」など種々の動きがあげられるo その中でも
「スクリーン」はプレーヤーをノーマークにし、
成功率の高いショットを意図する動きであるとさ
れており、協力攻準法において主として使用され
る動きであるmo
バスケットポールにおけるショットは、戦術行
動の最終目標と位置づけられており問、得点する
ためのショッ卜技術の重要性については、数多く
の報告により認められるところであるu.tats」また、
「良い状態」を作り出すことを目的としたスクリ一
ンプレ一の構造や方法についても数多くの報告が
行われている 1.川瓜lぬaωl山削Z幻2.14比刷uヘs
プレ一とシヨツトの繋がりや、様々のスクリーン
プレーの有効性について言及した報告はみられな
い。
そこで、本研究では、ショッ卜に繋がる有効性
という点から、集団における戦術行動として種々
のスクリーンプレーを捉え、その使用地域と攻撃
の最終目標であるショットとの関わりについて分
析を試みることにより、集団による協力攻準法の
計画・指導における一指針を得ることを目的とし
。?
2.方法
調査の対象は1997年に開催された国民体育大会
パスケットポール競技成年男子、 6チームの試合
を抽出し、ビデオカメラで収録した。収録したデー
タより、競技中にフロントコートで行われたスク
リーンプレーを対象とした。スクリーンプレーを
試行する地域については先行研究州側を基にフロ
ントコートを9地域に分割し(図1)、種々の地域
での試行頻度について集計した。また、スクリー
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図1 フロントコートの地域分割
ンプレーの分類については先行研究山5)を基に(1)
インサイド・スクリーン(ポールを保持している
プレーヤーに対峠する防御者に対しスクリーンを
セットする勤き、 IS8)、(2)アウトサイド・スクリー
ン(ポールを保持しているプレーヤーがスクリー
ンとなる動き、 088)、(3)ダウン・スクリーン
(リング下方向にコートを縦断し、スクリーンを
セットする動き、 D08)、(4)アウェイ・スクリー
ン(ボールから遠ざかるようにスクリーンをセッ
トする動き、 AWS)、(5)パック・スクリーン(防
御者の後方からスクリーンをセットする動き、 B
A8)、(6)クロス・スクリーン(コートを横断し、
スクリーンをセットする動き、 CR8)、(7)ダブル・
(3)ダウンスクリーン (4)7ウェイスクリーン
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図2 スクリーンプレーの分類
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スクリーン (2人のプレイヤーによってスクリー
ンをセットする動き、 DB8)、(8)トリプル・スク
リー ン (3人のプレイヤーによってスクリーンを
セットする動き、 TP8)の8種類に分類し(図2)、
その試行頻度を集計した。さらに、スクリーンプ
レーとショットとの関わりについて分析を行い、
その得点構造について検討した。その際の検定は、
t検定により行った。
3. 結果・考察
3.1 スクリーンプレーの試行状況について
スクリーンプレーを試行するフロントコートの
地域については、表1に示したように、 AREA2
(A2)における割合が最も高く (39.1%)、続いてA
REA5(37.8%、A5)、AREA4(7.8%、A4)、AR
EA6(5.6%、A6)、AREA3(3.4%、 A3)、AREA
8(3.1%、A8)、AREA1(2.9%、Al)、そしてAR
EA7(0.2%、A7)、AREA9(0.2%、A9)の順で試
行されていることが認められた。 A2、A5でのス
クリーンプレーは他の地域に比して、有意に高い
割合で試行されていた(p<0.05)oA2は最もゴー
ルに近い地域であり、攻撃側プレーヤーがこの空
間を支配し、ポールを保持することにより、容易
に得点に結ひ'つく重要な地域であるへそのため、
この地域での防御側プレーヤーは相手の攻撃行動
表1 地域別のスクリーンプレーの出現鏑度
A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 total 
頻度 16216・19 43 209・31 1 17 1 553 
% 2.939.1・3.47.8 37.8・5.60.2 3.1 0.2 100.0 
'pく0.05
表2 種類別のスクリーンプレーの出現頻度
ISS OSS DOS A WS BAS CRS DBS total 
頻度 64 お 153・ 67 163・ 33 40 553 
%11.6 6.0 27.7・12.129.5・6.0 7.2 100.0 
.pく0.05
の阻止を目的に相手と接近して防御をするため、
スクリーンプレーに対する対応が不十分となるこ
とが考えられるo また、スクリナーにおいても攻
撃的要素が含まれることから、この地域でのスク
リーンプレーが協力攻撃法において重要であると
考察されるo A5は攻撃の方向性を最も多く持つ
地域であり、容易に得点に結ひ'つく空間であるた
め10、A2と類似し攻撃にとって重要な地域である
と考えられる。これらの結果からA2とA5で試行
されるスクリーンプレーの重要性が示唆された。
また、これらの地域におけるスクリーンプレーは
有意に高い割合で試行されていることから、一般
的なスクリーンであるといえよう。
また、表2に示したように、試行されたスクリー
ンプレーの種類については、 BAS(29.5%)が最も
高い割合であり、続いてD08(27.7%)、AWS(12.
1%)、188(11.6%)、DBS(7.2%)、OSS、CRS(6.
0%)の1闘に高い割合が認められた。 TPSについて
はその試行が認められなかった。 BASとD08に
ついては他の種類に比して有意に高い割合が認め
られ、一般的なスクリーンプレーであると考察さ
れ、 BAS、D08の重要性が示唆された。
3. 2 スクリーンプレーとショットとの関わりに
ついて
表3 地域別のショットとの関わり
Al A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 TOTAL 
AS 頻度 3 38 4 7 37 10 。1 。100 
% 3.0 38.0 4.0 7.0 37.0 10.0 0.0 1.0 0.0 100.0 
NS 頻度 13 178 15 36 172 21 16 1 453 
% 2.9 39.3 3.3 7.9 38.0 4.6 0.2 3.5 0.2 100.0 
AS/total % 
18.8 17.6 21.1 16.3 17.7 32.3 0.0 5.9 0.0 18.1 
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表3は、試行されたスクリーンプレーのうち、
ショットに直接繋がったプレー(AS)と、ショッ
トに繋がらなかったプレー (NS)について、地域
別にその頻度と割合を表したものである。ショッ
トを試みるという目的においてスクリーンプレー
を試行する場合、 ASの割合を分析することはショッ
トに繋がるスクリーンプレーの有効性を明らかに
するものと考えられるo ASはスクリーンプレー
により防御側との対的を打破することができ、尚
かっショットに直接紫がったプレーを対象として
おり、スクリーンプレーを試行した後に個人の技
術等により対峠を打破する攻撃行動が行われたも
のはASの対象外とした。
地域別にみたASでは、 A2(38.0%)、A5(37.0
%)でのスクリーンプレーが高い割合でショット
に繋がっており、続いてA6(1O.0%)、A4σ.0%)、
A3(4.0%)、Al(3.0%)、そして、 A8(1.0%)の日頃
で高い割合が認、められた。 A7、A9におけるASは
認められなかった。 A2、A5は攻撃において重要
な地域であるとされており、ショットにl直接繋がっ
たスクリーンプレーのうち75.0%がA2、A5で試
行されていることから、これらの地域におけるス
クリーンプレーの重要性が示唆された。 NSの割
合ではA2(39.3%)、A5(38.0%)が高い割合を示
し、続いて、 A4(7.9%)、A6(4.6%)、A8(3.5%)、
A3(3.3%)、Al(2.9%)、そして、 A7(0.2%)、A
9(0.2%)の順であった。 NSにおいてもA2、A5が
多く試行されていることから、ショットへ直接繋
がらない攻常行動においても、それらの地域のス
クリーンプレーが多く試行されていた。ショット
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図3 地域別のスクリーンプレーの場合
への繋がり、すなわち有効性という点からみれば、
A6で試行するスクリーンプレーのうち32.3%が
ショットに直接繋がっており、続いて、 A3(21.1
%)、 Al(18.8%)、A5(17.7%)、A2(l7.6%)、A
4(16.3%)、そして、 A8(5.9%)の順であり、全体
ではスクリーンプレーの18.1%がショットに直接
繋がっていることが認められた。バスケットポー
ルの戦術行動の構成として、ゴール近くの空間ま
でボールを進めることがあげられているように、
A7、A8、A9などのゴールから離れた地域でのス
クリーンプレーはショットに繋がりにくいと考察
される。また、 A6、A3、Al、A4の有効性はA2、
A5に類似した割合ではあるが、その試行頻度は
A2、A5に比して有意な差があることから、これ
らの地域におけるスクリーンプレーについても特
殊な攻聖書行動として重要であると考察される(図〉。
表4はスクリーンプレーの種頬別にみたショッ
トとの関わり、すなわちショッ卜に繋がる種々の
スクリーンプレーの有効性を表したものであるo
ショットに直接繋がったスクリーンプレー(AS)
のうち、 BAS(25.0%)が最も高い割合を占め、 D
表4 種類別のショットとの関わり
ISS OSS DOS A WS BAS CRS DBS lolal 
AS 頻度 18 13 24 5 25 4 1 100 
% 18.0 13.0 24.0 5.0 25.0 4.0 11.0 100.0 
NS 頻度 46 20 129 62 138 29 29 453 
% 10.2 4.4 28.5 13.7 30.5 6.4 6.4 1∞.0 
AS/total % 
28.1 39.4 15.9 7.5 15.3 12.9 27.5 18.1 
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図5 スクリーンプレーからの
得点構造例 ② 
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図6 スクリーンプレーからの
得点構造倒 ③ 
ヤーにショットのための良い状態を作り出す(図6)、
という構造が考えられる。
4.まとめ
パスケットボール競技におけるフロントコート
でのスクリーンプレーの使用地域と、その分類、
さらにショットに直接繋がる有効性について考察
した結果をまとめると、以下となる。
1)スクリーンプレーの使用地域は制限区域付近に
おいて有意に高い頻度で試行されているため、
この地域におけるスクリーンプレーが一般的で
あると考えられ、その重要性が示唆された。
2)スクリーンプレーの種類においてはパック・ス
クリーン、ダウン・スクリーンが協力攻撃法と
して、有意に高い頻度で試行されており、その
重要性が示唆された。
3)ゴールから離れた地域におけるスクリーンプレー
ではショットに直接繋がる割合が低いため、そ
の地域でのスクリーンプレーは直接ショットに
影轡していないと考えられる。また、制限区域
付近のみならず、いわゆるフォアード・ポジショ
ンや、コーナー・ポジションにおいても直接ショッ
トに繋がるスクリーンプレーが認められている
ことから、これらの地域におけるスクリーンプ
レーの有効性が示唆された。
4)ショッ卜に直接繋がるスクリーンプレーの種類
においては、パック・スクリーン、ダウン・ス
クリーンといった一般的なスクリーンプレーの
みならず、アウトサイド・スクリーンや、イン
サイド・スクリーン、ダプル・スクリーンなど
あらゆる種類のスクリーンプレーがショットに
l直銭紫がっており、特殊な攻撃行動としてこれ
らのスクリーンプレーの重要性が示唆された。
5)スクリーンプレーによる得点構造においては、
それを直接ショットに繋げること以外に、その
プレーからの「パス」や「ドライブJなどの技
術の必要性が推察された。また、スクリーンプ
レーが防御側プレーヤーの防御行動を困難にさ
せることも推察され、その重要性が示唆された。
以上のことから、スクリーンプレーを直接ショッ
卜に繋げることだけでなく、「パス」や「ドライ
プJrカット」などの攻撃行動に繋げることも狙
いとい制限区峨付近を主にゴール近くの地域に
おいてダウン・スクリーン、パック・スクリーン
を中心として、種々のスクリーンプレーを試行す
ることが協力攻撃法において必要であると示唆さ
れた。
一概に述べることはできないが、スクリーンプ
レーには、そのタイミングや動き、動作、防御側
の対応など複雑な要素が含まれており、直接ショッ
トに繋げるためには高度な技術が必要であると考
えられ、その多くが「動きのきっかけ」を作り出
すものであると推察された。そのため、ショット
に直銭影響するものだけでなく間接的な影響につ
いて、峨々な技術レベルや更に数多くのチームを
? ???
対象に検討し、一般化することが今後の課題であ
ろう。
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